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  様式第３ 

会  議  録 

 

会  議  名 
平成 30 年度第２回野田市老人福祉計画及び介護保険事業計

画推進等委員会 

議題及び議題毎

の公開又は非公

開の別 

１ 会長及び副会長の互選について（公開） 

２ 「介護予防10年の計」の実施状況について（公開） 

３ 低所得者の第１号保険料軽減強化について（報告）（公

開） 

４ 介護保険事業計画に記載した「自立支援、介護予防又は重

度化防止に関する取組と目標」の報告について（公開） 

５ 指定介護予防支援業務の委託について（公開） 

６ 地域密着型サービス等（地域密着型通所介護）事業所

の指定廃止について（報告）（公開） 

７ 地域密着型サービス等（定期巡回・随時対応型訪問介

護看護）事業所の指定について（非公開） 

８ 地域密着型サービス等（地域密着型通所介護）事業所

の指定更新について（報告）（非公開） 

日    時 
平成 31 年１月 22 日（火） 

午後１時 30 分から午後２時 26 分まで 

場    所 中央公民館１階講堂 

出 席 者 氏 名 

 

会 長 金本 秀之 

副会長 渡邊  隆 

委 員 土田 隆司   荒木なおみ   原 和子 

筑井  正   大用菜穂子   遠山 康雄 

中村 綾子   白島 智子   花田 明恵 

松田美奈子   山﨑 美紀   小松  栄 

藤田  進   須賀田貞彦   寺嶋 光子 

山本由紀子   篠田恵美子   藤井 愛子 

宮田恵美子   森田 邦子   丸山 克俊 

小山三惠子   髙橋 武宜   太田 央子 

内藤 公子 

欠席委員氏名 委 員 秋田  茂   渡  好男   三輪 秀民 

事 務 局 

鈴木  有（市長） 

今村  繁（副市長） 

直井  誠（保健福祉部長） 

大月  聡（高齢者支援課長） 

須田 光浩（生活支援課長） 

小林 智彦（障がい者支援課長） 

中代 英夫（保健センター長） 

小島 信明（国保年金課長） 

善方 浩子（高齢者支援課長補佐） 
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鈴木隆一郎（高齢者支援課高齢者支援係長） 

宮田 朋之（高齢者支援課いきがい施設係長） 

鈴木 佑治（高齢者支援課主任主事） 

安藤 剛行（介護保険課長兼地域包括支援センター長） 

宮﨑 英雄（介護保険課長補佐） 

東風谷 一（介護保険課長補佐） 

田嶋 秀志（介護保険課介護予防係長） 

金子 寿一（介護保険課介護給付係長） 

中山 理恵（介護保険課介護認定係長） 

山崎 正浩（介護保険課地域包括支援センター主査） 

高田 一樹（介護保険課主事） 

林  晋也（介護保険課主事） 

傍 聴 者 無し 

非公開の事由 

介護予防支援事業所及び地域密着型事業所等の指定等に関し

て、個人情報に関する箇所があること及び事業所の指定に関

して公平な審議を行うため 

議    事 
平成 30 年度第２回野田市老人福祉計画及び介護保険事業計

画推進等委員会の会議結果（概要）は次のとおりです。 

東風谷補佐 

 

東風谷補佐 

 

 

 

 

鈴木市長 

 

 

 

 

 

東風谷補佐 

 

 

金本委員 

 

土田委員 

 

荒木委員 

 

渡邊委員 

 

 

 

平成 31 年１月 22 日 午後１時 30 分、開会を宣言 

 

 会議の成立を報告した。 

会議録作成のため録音機を使用することの了解を求めた。 

発言及び会議の公開と傍聴について説明した。 

開会に先立ち、鈴木市長より挨拶を申し上げる。 

 

この委員会は、保健、医療、福祉、介護保険の被保険者で

ある市民の代表の皆様など、様々な分野からお集まりをいた

だき、野田市の高齢者施策の審議をしていただくものとなっ

ている。いろいろ難しい審議もあり、御苦労をお掛けする

が、よろしくお願いする。 

 

今回の会議は改選後初の委員会であり、委員を紹介 

自己紹介という形でお願いする。 

 

野田市医師会の金本である。 

 

野田市歯科医師会の土田である。 

 

野田保健所の荒木である。 

 

野田市社会福祉協議会の渡邊である。 

 

野田市民生委員児童委員協議会の  
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筑井委員 

 

大用委員 

 

遠山委員 

 

中村委員 

 

白島委員 

 

花田委員 

 

松田委員 

 

山﨑委員 

 

小松委員 

 

藤田委員 

 

須賀田委員 

 

篠田委員 

 

藤井委員 

 

宮田委員 

 

森田委員 

 

丸山委員 

 

小山委員 

 

髙橋委員 

 

太田委員 

 

内藤委員 

 

東風谷補佐 

 

 

 

 

野田市民生委員児童委員協議会の筑井である。 

 

関宿地区地域包括支援センターの大用である。 

 

社会福祉法人野田みどり会の遠山である。 

 

南部・福田地区地域包括支援センターの中村である。 

 

株式会社トータルサポート・ノダの白島である。 

 

中央地区地域包括支援センターの花田である。 

 

北部・川間地区地域包括支援センターの松田である。 

 

社会福祉法人福寿会の山﨑である。 

 

自治会連合会の小松である。 

 

野田市自治会連合会の藤田である。 

 

野田市老人クラブ会長の須賀田である。 

 

社会福祉協議会二川地区の篠田である。 

 

社会福祉協議会北部地区の藤井である。 

 

宮崎・柳沢地区社会福祉協議会の宮田である。 

 

福田地区社会福祉協議会の森田邦子である。 

 

東京理科大学名誉教授の丸山克俊である。 

 

公募に応じて参加の小山である。 

 

シルバーリハビリ体操指導士会の髙橋である。 

 

保健推進員の太田である。 

 

野田市介護支援専門委員会協議会の内藤である。 

 

議題１ 会長及び副会長の互選について 

議題１について、会長が決まるまで市長に仮議長を務めて

いただく。 

 

＜異議無し多数＞ 
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鈴木市長 

 

 

白島委員 

 

 

 

鈴木市長 

 

白島委員 

 

鈴木市長 

 

 

 

鈴木市長 

 

 

 

鈴木市長 

 

金本会長 

 

 

 

筑井委員 

 

金本会長 

 

 

 

金本会長 

 

 

 

金本会長 

 

 

 

 

 

 

 

金本会長 

 

会長が決まるまでの間、仮議長を務めさせていただく。 

選出方法についてはどうするか。 

 

推薦ではどうか。 

 

＜異議無し多数＞ 

 

どなたか推薦をお願いする。 

 

金本秀之委員を推薦したい。 

 

ほかに推薦はないか。 

 

＜無し＞ 

 

金本秀之委員に会長をお願いしたい。 

 

  〔拍 手〕 

 

会長が決定したので、議長を交代する。 

 

大変責任の重い会だと考えている。この重責に耐えられる

よう、協力をお願いする。 

副会長の選出を、どなたか推薦をお願いする。 

 

渡邊隆委員にお願いしたい。 

 

ほかに推薦はないか。 

 

＜無し＞ 

 

渡邊隆委員に副会長をお願いしたい。 

 

  〔拍 手〕 

 

議題２ 「介護予防 10 年の計」の実施状況について 

議題２について、事務局より説明を受けた。 

質問等を委員に問うた。 

質問等無し。 

議題２について、了承としてよいか。 

 

＜異議無し多数＞ 

 

議題３ 低所得者の第１号保険料軽減強化について 

議題３について、事務局より説明を受けた。 



 

5 

 

 

 

小松委員 

 

 

 

宮﨑補佐 

 

金本会長 

 

 

 

 

白島委員 

 

宮﨑補佐 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

白島委員 

 

 

宮崎補佐 

 

 

  

金本会長 

 

 

 

 

金本会長 

 

金本会長 

 

 

 

 

質問等を委員に問うた。 

 

第７期の介護保険料は、１段階から 18 段階で所得によっ

て決まってくる。1,500 万円以上は一括りになっているが、

どういうわけか。 

 

今回 1,500 万円以上は全部同じ割合ということで決めた。 

 

議題４ 介護保険事業計画に記載した「自立支援、介護予

防又は重度化防止に関する取組と目標」について 

議題４について、事務局より説明を受けた。 

質問等を委員に問うた。 

 

のだまめ学校と、えんがわの内容を教えていただきたい。 

 

のだまめ学校は、平成 29 年に開校した介護予防に関する

知識の向上を目指して保健センターで行う本講座のうちから

市民の要望に応じて身近な場所に出前をする出前講座などを

行っている。栄養、運動、社会参加の３本柱をもとに講座を

設け、誰でも受けられるように保健センターの４階で毎日開

催している。 

えんがわは、介護予防や孤立化防止のための活動場所に対

する補助を行う事業で、昨年９月から制度化し実施してい

る。地域の方がお茶飲み話などをする場所に対して市が補助

を行うものである。 

 

現段階で幾つぐらいの方が参加されているか。また、それ

はデータにないのか。 

 

年齢は把握できていないが、80 歳代の方も来ている。一

般介護予防事業は年齢制限も設けていないので、誰でも来ら

れるということをＰＲして実施している。 

 

 年齢は調べておいたほうが後日助かる。 

 ほかに質問、意見はないか。 

 

〔発言する者無し〕 

 

 議題４について、終了する。 

 

議題５ 指定介護予防支援業務の委託について 

議題５について、事務局より説明を受けた。 

質問等を委員に問うた。 

質問等無し。 

議題５について、了承としてよいか。 
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金本会長 

 

 

 

 

 

金本会長 

 

 

金本会長 

 

安藤課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

丸山委員 

 

 

 

金本会長 

 

 

金本会長 

 

＜異議無し多数＞ 

 

議題６ 地域密着型サービス等（地域密着型通所介護）事

業所の指定廃止について 

議題６について、事務局より説明を受けた。 

質問等を委員に問うた。 

質問等無し。 

 

 議題７及び８については、野田市情報公開条例第６号に基

づき非公開 

 

最後に事務局から何かあるか。 

 

議題３及び議題４で、補足説明がある。 

議題３、国の資料では９段階に分けており 300 万円以上で

全て括っている。野田市は、更にそこから細分化して 18 段

階まで広げている状況である。 

議題４、年齢別は把握していた。のだまめ学校について

は、市内全部で 743 人に登録をいただいている。主に 65 歳

から 75 歳未満が５割を占め 374 人。75 歳以上は 310 人で

41％という状況。両方合わせると９割を超え、おおよそ 65

歳以上の方に参加をいただいている。 

えんがわは、地域の方に運用をしていただいており、年齢

等の把握まではお願いしていない状況だが、65 歳以上か、

それ以下かは把握している。 

 

なぜ最初からその説明がないのか。概要を示すだけではな

く、その背後にあることを開示してディスカッションができ

ると中身が濃い、日本一の会になる。 

 

貴重な時間を皆さんに集まっていただいているわけだか

ら、是非一歩でも前に進みたい。 

 

午後２時 26 分、閉会を宣言 

 


